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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
ら
れ

ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
全
国
中

学
校
体
育
大
会
で
準
優
勝
を
果
た
し
た

矢
巾
中
学
校
男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
、

全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
東
北
支
部
大

会
で
金
賞
を
受
賞
し
た
矢
巾
北
中
学
校

特
設
合
唱
部
、
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー

ル
全
国
大
会
で
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受

賞
し
た
不
来
方
高
校
音
楽
部
、
和
歌
山

国
体
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
２
０
０
メ
ー

ト
ル
少
年
女
子
カ
ヤ
ッ
ク
ペ
ア
で
優
勝

し
た
不
来
方
高
校
カ
ヌ
ー
部
の
五
十
嵐

結
衣
さ
ん
・
後
藤
可
奈
子
さ
ん
な
ど
、

若
い
力
の
活
躍
と
そ
の
躍
進
ぶ
り
は
地

域
の
誇
り
で
あ
り
、
町
民
に
勇
気
と
感

動
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
年
で
あ
り
ま

し
た
。

　
町
政
に
お
い
て
は
、
昨
年
は
矢
巾
町

合
併
　
周
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
、
こ

60

れ
ま
で
の
矢
巾
町
の
歩
み
を
振
り
返
る

良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
第

７
次
矢
巾
町
総
合
計
画
策
定
の
年
で
も

あ
り
「
希
望
と
誇
り
と
活
力
に
あ
ふ
れ
 

躍
動
す
る
ま
ち
 や
は
ば
」
を
基
本
理
念

に
、
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
自
然
や
歴

史
、
文
化
な
ど
を
守
り
育
て
る
と
と
も

に
、
さ
ら
な
る
飛
躍
を
町
民
の
皆
さ
ま

に
誓
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
矢
巾
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

の
整
備
や
徳
田
橋
の
架
け
替
え
な
ど
に

よ
り
、
町
内
で
の
交
通
ア
ク
セ
ス
の
利

便
性
を
高
め
、
高
速
道
路
を
活
用
し
た

産
業
の
導
入
、
交
流
人
口
の
増
加
、
岩

手
医
科
大
学
附
属
病
院
を
中
心
と
し
た

県
内
に
お
け
る
「
医
療
と
福
祉
の
エ
リ

ア
」
と
し
て
の
発
展
を
図
る
た
め
、
基

盤
整
備
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
私
は
本
年
も
「
自
立
」
と
「
変
革
」

そ
し
て
「
草
の
根
型
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
行
政
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
ず「
自
立
」
で
す
。
独
自
性
を
し
っ

か
り
と
打
ち
出
し
、
矢
巾
町
ら
し
さ
を

追
求
し
ま
す
。
き
め
細
や
か
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
実
施
、
地
域
経
済
の
活
性

化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実
を
図
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
さ
ら
に
環
境
に
も
配

慮
し
、
都
市
と
自
然
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

調
和
さ
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
、

広
域
連
携
に
お
い
て
も
し
っ
か
り
と
役

割
を
担
う
こ
と
が
で
き
る
自
立
し
た
町

を
確
立
し
ま
す
。
な
お
、
今
年
は
矢
幅

駅
東
口
に
矢
巾
町
活
動
交
流
セ
ン
タ
ー

「
や
は
ぱ
ー
く
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

皆
さ
ま
が
笑
顔
で
交
流
で
き
る
拠
点
と

位
置
付
け
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が

実
感
で
き
る
政
策
を
積
極
的
に
進
め
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
「
変
革
」
で
す
。
こ
れ
ま
で
の

行
政
運
営
は
右
肩
上
が
り
の
成
長
が
前

提
で
し
た
が
、
人
口
減
少
社
会
に
入
り
、

そ
の
よ
う
な
行
政
運
営
は
も
は
や
通
用

し
な
い
こ
と
は
明
白
で
す
。
町
民
の
皆

さ
ま
の
英
知
を
賜
り
な
が
ら
職
員
も
創

意
工
夫
を
し
て
、
前
例
に
と
ら
わ
れ
な

い
挑
戦
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
「
草
の
根
型
」
で
す
。
矢
巾

町
の
主
役
は
町
民
の
皆
さ
ま
で
あ
り

「
矢
巾
町
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」「
矢
巾

町
に
住
み
た
い
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け

る
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
第
7
次
矢
巾
町
総
合
計
画

前
期
基
本
計
画
、
地
方
創
生
総
合
戦
略

の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
多
く
の
町
民

の
皆
さ
ま
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
協
働

の
も
と
に
取
り
ま
と
め
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
こ
の
よ
う
な
機
会
を
増
や
す
こ

と
で
、
よ
り
開
か
れ
た
町
政
を
展
開
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
今
年
も
町
民
の
皆
さ
ま
と

一
丸
と
な
っ
て
町
政
運
営
に
誠
心
誠
意

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
一
層

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と

と
も
に
、
今
年
が
皆
さ
ま
そ
し
て
矢
巾

町
に
と
っ
て
、
大
き
な
「
前
進
」
の
年

に
な
る
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま

し
て
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

 高
橋
昌
造
町
長
　
年
頭
の
こ
と
ば

「
自
立
」
と
 「
変
革
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

  開
か
れ
た
 「
草
の
根
型
」
の
町
政
を
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　9月に煙山ダムが完成。防災と農
業用水の供給のほか、観光スポット
としても活用されています。

昭和43年（1968）

　町消防団が日本消防協会特別表
彰を受賞。黄金に輝くまといを贈呈
されました。

昭和55年（1980）

　11月、改築工事を進めていた煙
山小学校の校舎（現在の校舎）が完
成しました。

昭和55年（1980）

　10月、奥羽南部区域農業用道路
（南昌トンネル、現在の県道矢巾西
安庭線）が開通しました。

平成4年（1992）

今年は申年。かつて申年の矢巾町で
起こった出来事を集めてみました。
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新春特別企画

 申   年 
さる どし
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新春アルバム・プレイバック201新春アルバム・プレイバック20155

昨年町内では、新たな街の発展を予感させるニュースがたくさ　    昨年町内では、新たな街の発展を予感させるニュースがたくさんん

ありました。1年間を振り返り、その一部を写真とともに紹介します    ありました。1年間を振り返り、その一部を写真とともに紹介します。。

　11月１３日に矢巾町の合併60周年を

祝う記念式典を田園ホールで開催。約

530人が出席し、これまでの町の歩みを

振り返り、今後「希望と誇りと活力にあ

ふれ 躍動するまち やはば」を目指し、

さらなる飛躍を誓い合いました。 

　４月26日に行われた矢巾町長選挙で

前県議会議員の高橋昌造氏が初当選。町

民本位の「草の根型」のまちづくりを目

指した新しい町政がスタートしました。

　また、同日に行われた町議会議員選挙

で町議会議員18人が決まりました。

矢巾町合併60周年記念式典　　 
先人に感謝しさらなる飛躍を誓う

高橋昌造町長が就任おお
新体制で町政がスタート

　町内4校目の小学校となる矢巾東
小学校が開校。同校に隣接して矢巾
東児童館も開館しました。

平成16年（2004）

3

肢さらなる発展への決意を述べる高橋町長
脂参加者全員で町民憲章を唱和　　　　　美しい歌声を披露した矢巾北中特設合唱部

　平成２７年も中高生を中心に町内の若

い力が文武両面で大活躍。全国大会で輝

かしい成績を収め、町民に希望と感動を

与えました。

　矢巾中学校男子ハンドボール部が、８

月に花巻市で開催された全国中学校ハ

ンドボール大会で準優勝に輝きました。

　１０月には不来方高校音楽部が埼玉県

で行われた全日本合唱コンクール全国

大会高校部門で８年連続の金賞と、２年

ぶりに最高賞である文部科学大臣賞を

受賞。さらに、同校カヌー部の五十嵐結

衣さんと後藤可奈子さんが和歌山国体

のカヌースプリント 200㍍ 少年女子カ

ヤックペアで見事優勝しました。

矢巾の若い力が大活躍！　　　
文武両面で優秀な成績を収める

肢高橋町長を訪問した矢巾中男子ハンド部
脂日本一の歌声を披露した不来方高校音楽部



　

所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
自
宅
の
パ

ソ
コ
ン
か
ら
24
時
間
申
告
で
き
る
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
が
便
利
で
す
。

　

ま
た
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確

定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
し

て
申
告
書
を
作
成
し
、
郵
送
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
減
価
償
却
費
の
計
算
を

含
む
収
支
内
訳
書
の
作
成
も
で
き
ま
す
。　

　

年
金
所
得
者
の
増
加
な
ど
に
伴
い
、

申
告
書
作
成
会
場
は
例
年
混
雑
し
、
待

ち
時
間
も
長
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
や
郵
送
で
の
申
告
を
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
手
書
き
用

の
確
定
申
告
書
や
自
宅
で
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ

を
行
う
場
合
の
手
引
き
は
、
2
月
か
ら

役
場
税
務
課
窓
口
に
備
え
付
け
る
予
定

で
す
。

　

役
場
に
備
え
付
け
る
手
書
き
用
の
確

定
申
告
書
に
は
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、

「
電
子
証
明
書
」
と
、
電
子
証
明
書
を
パ

ソ
コ
ン
に
読
み
込
ま
せ
る
た
め
の
機
器

「
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
」
が
必
要

で
す
。
な
お
、
電
子
証
明
書
に
は
有
効

期
間
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
6
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
は
1
月
12
日
午
前
8
時

30
分
か
ら
3
月
15
日
ま
で
24
時
間
利
用

で
き
ま
す
（
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時
間
を
除

く
）
。
ま
た
、
還
付
金
も
書
面
で
の
申
告

よ
り
優
先
し
て
処
理
さ
れ
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
で
の
確
定
申

告
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

盛
岡
税
務
署
で
は
、
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
や
郵

送
で
の
確
定
申
告
を
利
用
で
き
な
い
方

を
対
象
に
、
平
成
28
年
2
月
8
日
か
ら

3
月
15
日
ま
で
の
平
日
に
、
確
定
申
告

書
作
成
会
場
を
盛
岡
駅
西
口
の
ア
イ
ー

ナ
に
開
設
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
町
で
は
例
年
同
様
、

高
齢
な
ど
の
た
め
に
ア
イ
ー
ナ
会
場
に

行
け
な
い
方
や
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
、
郵
送
を
利

用
で
き
な
い
方
の
う
ち
、
申
告
内
容
が

複
雑
で
な
い
方
や
住
民
税
の
申
告
を
す

る
方
を
対
象
に
、
確
定
申
告
書
作
成
会

場
を
7
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
開
設
し
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

例
年
、
確
定
申
告
書
作
成
会
場
は
大

変
混
雑
し
ま
す
。
税
務
署
お
よ
び
町
で

は
、
混
雑
緩
和
の
た
め
、
簡
単
な
所
得

税
の
確
定
申
告
書
は
、
パ
ソ
コ
ン
に
よ

る
作
成
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
や
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
作
成

コ
ー
ナ
ー
」
と
同
じ
も
の
で
す
。
ま
た
、

ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
で
き
る
パ
ソ
コ
ン

確
定
申
告
は
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ

を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い

ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
の
ご
利
用
に

は
電
子
証
明
書
等
が
必
要

簡
単
な
確
定
申
告
は
え
え

パ
ソ
コ
ン
に
入
力
し
作
成

高
齢
な
ど
の
た
め
ア
イ
ー
ナ
会

場
へ
行
け
な
い
方
を
対
象
に
、

申
告
書
作
成
会
場
を
開
設

－期限内に忘れずに申告しましょう－

■確定申告の準備はお済みですか？

申告の準備申告の準備  はお済みですか？はお済みですか？

今
年
も
確
定
申
告
の
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

確
定
申
告
は
、
昨
年
1
年
間
に
あ
っ
た
所
得
に
つ

い
て
最
終
的
な
報
告
を
す
る
こ
と
で
、
正
し
く
課

税
し
納
税
す
る
た
め
の
大
切
な
手
続
き
で
す
。
申

告
の
必
要
が
あ
る
方
は
、
忘
れ
ず
に
期
限
内
に
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

（
申
告
書
の
提
出
期
限
は
３
月
15
日
で
す
）



も
1
台
設
置
し
ま
す
。
役
場
会
場
で
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
で
の
申
告
を
希
望
す
る
方
は
、

個
人
番
号
カ
ー
ド
ま
た
は
役
場
住
民
課

で
発
行
さ
れ
た
電
子
証
明
書
付
き
の
住

基
カ
ー
ド
を
持
参
の
う
え
、
来
場
の
際

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
告
の
内
容
に
よ
り
、
役
場

会
場
で
は
対
応
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
際
は
ア
イ
ー
ナ
会
場
で
申

告
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

高
齢
な
ど
に
よ
り
、
税
務
署
開
設
の
ア

イ
ー
ナ
会
場
へ
行
け
な
い
方
や
郵
送
な

ど
を
利
用
で
き
な
い
方
の
う
ち
、
町
の

会
場
で
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
作
成

す
る
白
色
申
告
の
方
、
ま
た
、
住
民
税

の
申
告
を
す
る
方
を
対
象
に
、
事
業
所

得
（
営
業
・
農
業
等
）
や
不
動
産
所
得

の
収
支
内
訳
書
作
成
相
談
会
を
2
月
1

日
か
ら
2
月
8
日
ま
で
開
催
し
ま
す
（
収

支
内
訳
書
作
成
相
談
会
場
で
は
、
確
定

申
告
書
を
受
け
付
け
し
ま
せ
ん
）
。

　

事
業
所
得
（
営
業
・
農
業
等
）
や
不

動
産
所
得
が
あ
り
、
町
の
会
場
で
所
得

税
の
確
定
申
告
書
を
作
成
す
る
方
、
住

民
税
の
申
告
を
す
る
方
は
、
左
の
日

程
表
を
ご
確
認
の
う
え
、
過
去
2
～
3

年
分
の
収
支
内
訳
書
の
控
え
（
※
控
え

が
な
い
と
減
価
償
却
費
の
計
算
が
行
え

ま
せ
ん
）、
収
支
計
算
に
必
要
な
帳
簿
や

伝
票
な
ど
収
入
支
出
の
分
か
る
関
係
書

類
や
筆
記
用
具
、
計
算
機
な
ど
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
（
帳
簿
や
伝
票
は
収
入
と

経
費
の
科
目
ご
と
に
分
け
る
な
ど
、
事

前
に
分
類
し
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
）。

　

な
お
、
収
支
内
訳
書
作
成
相
談
会
は
、

青
色
申
告
の
方
は
対
象
外
で
す
。

　

過
去
2
～
3
年
に
申
告
し
た
こ
と
が

あ
る
方
が
収
支
内
訳
書
作
成
会
場
や
申

告
書
作
成
会
場
に
来
場
す
る
場
合
は
、

過
去
2
～
3
年
分
の
収
支
内
訳
書
や
申

告
書
な
ど
の
控
え
を
必
ず
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
過
去
の
収
支
内
訳
書
の
控
え

は
、
減
価
償
却
費
計
算
な
ど
で
必
要
に

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ア
イ
ー
ナ
会
場
や
役
場
会
場

で
申
告
し
た
方
の
場
合
「
利
用
者
識
別

番
号
」
の
確
認
な
ど
に
申
告
書
な
ど
の

控
え
を
使
用
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

申
告
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
点
に
つ

い
て
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
複
雑
な
内
容
の
た
め
、
自
分
で
収
支

内
訳
書
や
申
告
書
を
作
成
す
る
こ
と
が

難
し
い
方
は
、
税
理
士
へ
相
談
し
ま　
　

し
ょ
う
。

○
国
民
年
金
や
医
療
費
の
領
収
書
な
ど

は
、
必
ず
1
年
分
（
1
月
～
12
月
に
支

払
っ
た
分
）
を
事
前
に
集
計
し
て
申
告

会
場
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
告
は
定
め
ら
れ
た
書
面
で
行
う
こ

と
に
よ
り
有
効
と
な
り
ま
す
。
電
話
や

手
紙
な
ど
に
よ
る
申
し
出
で
は
、
申
告

を
行
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

郵
送
で
の
住
民
税
申
告
を
希
望
す
る

方
は
、
82
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封

筒
を
同
封
の
う
え
、
住
民
税
の
申
告
書

用
紙
を
役
場
税
務
課
ま
で
郵
送
で
請
求

し
て
く
だ
さ
い
。

◎事業所得（営業・農業等）、不動産所得のある方

収支内訳書作成相談会
 ◎会場：役場４階大会議室 

※確定申告は受け付けしません

午 前 の 部
９時～ 11 時

午 後 の 部
 1 時～ 3 時

2/ 1㈪ 広宮沢1～2区・流通センター
新田1～２区・矢巾1～３区

　　城内・煙山
　　南煙山・下北

2/ 2㈫ 上赤林・下赤林・矢次 南矢幅1～７区・南昌

2/ 3㈬ 西徳田 1 ～２区
東徳田 1 ～２区

間野 ・々土橋・北郡山

2/ 4㈭ 高田1～３区・藤沢 舘前・和味・室岡

2/ 5㈮ 岩清水・太田 桜屋・白沢

2/ 8㈪ 行政区指定なし

収
支
内
訳
書
作
成
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ

過
去
２
～
３
年
分
の

申
告
書
な
ど
の
控
え
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い

申
告
に
あ
た
っ
て
の
お

そ
の
ほ
か
の
注
意
点
お

確定申告書作成会場開設日は７ページに掲載5

　混雑を避けるため、行政区ごとに相談日を指定しています

が、指定日に都合が悪い場合や、指定日までに必要書類がそ

ろわない場合などは、指定日以外の日程でも来場できます。

　また、事業所得（営業・農業等）、不動産所得および山林所

得が発生する業務を行うすべての方は、記帳および帳簿、請

求書、領収書などの保存が必要です。記帳については、日々

の合計金額をまとめて記載するなど、簡易な方法で記載して

もよいことになっています。詳しくは、国税庁ホームページ

でご確認ください。

※収支内訳書作成相談会に来場される方へ※



◆
確
定
申
告
と
は
？

　

所
得
税
の
確
定
申
告
と
は
、
毎
年
1
月

1
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
得
た
す
べ
て

の
所
得
と
、
そ
れ
に
対
す
る
税
額
を
計
算

し
て
翌
年
3
月
15
日
ま
で
に
所
轄
の
税
務

署
に
申
告
す
る
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
あ
ら
か
じ
め
所
得
税
を
源
泉
徴

収
と
い
う
形
で
納
め
て
い
る
場
合
や
、
予

定
納
税
と
い
う
形
で
前
払
い
し
て
い
る
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
確
定
申
告
に
は
所

得
税
の
精
算
手
続
き
と
い
う
意
味
合
い
も

あ
り
ま
す
。

　

町
で
受
け
付
け
る
確
定
申
告
は
「
所
得

税
の
還
付
申
告
」、「
所
得
税
を
納
め
る
申

告
」、「
住
民
税
の
申
告
」
の
3
つ
に
大
き

く
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

「
所
得
税
の
還
付
申
告
」
に
つ
い
て
は
確

定
申
告
の
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
が
「
所
得

税
を
納
め
る
申
告
」
は
必
ず
確
定
申
告
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
申
告
を
し
な
か
っ

た
り
、
期
限
を
過
ぎ
て
申
告
を
す
る
と
、

延
滞
税
や
加
算
税
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
「
住
民
税
の
申
告
」
を
し
な
い
と
、

所
得
証
明
が
発
行
で
き
な
い
ほ
か
、
国
民

健
康
保
険
税
の
軽
減
や
各
種
の
減
免
、
給

付
金
な
ど
が
受
け
ら
れ
な
い
な
ど
の
不
利

益
が
あ
り
ま
す
。
必
ず
期
限
内
に
、
正
し

く
申
告
を
し
ま
し
ょ
う
。

◆
確
定
申
告
が
必
要
な
方
は
？

　

次
の
事
項
に
該
当
す
る
方
は
、
所
得
税

の
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

①
事
業
所
得
（
営
業
・
農
業
な
ど
）
や
、

不
動
産
所
得
が
あ
る
方

②
給
与
所
得
が
あ
り
、
次
の
事
項
に
該
当

す
る
方

　

(a)
給
与
収
入
金
額
が
2
千
万
円
を
超
え　

　
　

る　
　

　

(b)
給
与
の
ほ
か
に
収
入
が
あ
る　
　
　
　
　
　 　

(c)
給
与
を
2
カ
所
以
上
か
ら
受
け
て
い

　
　

て
、
年
末
調
整
を
し
て
い
な
い
給
与

　
　

が
あ
る

　

(d)
年
の
途
中
で
退
職
し
た
な
ど
の
理
由

　
　

で
年
末
調
整
を
し
て
い
な
い

③
公
的
年
金
等
の
収
入
の
ほ
か
に
所
得
が

あ
る
方

※
平
成
23
年
分
申
告
か
ら
、
公
的
年
金
等

の
収
入
が
４
０
０
万
円
以
下
で
そ
の
他
の

収
入
が
20
万
円
以
下
の
方
は
、
所
得
税
の

確
定
申
告
を
要
さ
な
い
こ
と
と
さ
れ
ま
し

た
が
、
住
民
税
の
申
告
が
必
要
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
源
泉
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る

場
合
な
ど
も
、
申
告
が
必
要
で
す
。
詳
し

く
は
、
申
告
会
場
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

④
雑
所
得
（
個
人
年
金
や
報
酬
な
ど
）
や

一
時
所
得
（
満
期
保
険
金
や
満
期
払
戻
金
な

ど
）、
配
当
所
得
な
ど
の
収
入
が
あ
る
方

⑤
土
地
や
建
物
、
山
林
、
株
な
ど
の
譲
渡

に
よ
る
所
得
が
あ
る
方

⑥
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
（
住
宅
借
入
金
等
特

別
控
除
）
を
初
め
て
申
告
す
る
方

⑦
医
療
費
控
除
な
ど
を
申
告
す
る
方

　

次
の
事
項
に
該
当
す
る
方
は
、
住
民
税

の
申
告
が
必
要
で
す
。

⑧
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
な
ど
非
課
税
の

所
得
が
あ
る
方

⑨
自
分
自
身
に
は
全
く
収
入
が
無
く
、
他

者
か
ら
の
援
助
で
生
活
を
し
て
い
て
、
誰

の
被
扶
養
者
に
も
な
っ
て
い
な
い
方

⑩
町
外
に
住
ん
で
い
る
方
の
被
扶
養
者

◆
確
定
申
告
が
不
要
な
方
は
？

①
勤
め
先
で
年
末
調
整
済
み
で
、
確
定
申

告
に
よ
る
控
除
な
ど
が
不
要
の
方

②
年
末
調
整
済
み
の
会
社
員
な
ど
の
被
扶

養
者
（
専
業
主
婦
や
扶
養
家
族
な
ど
）

◆
確
定
申
告
書
は
ど
こ
に
提
出
す
る
の
？

　

所
得
税
の
確
定
申
告
書
は
、
盛
岡
税
務

署
に
提
出
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
平
成
28
年
1
月
1
日
現
在
で

矢
巾
町
に
住
ん
で
い
る
方
に
限
り
、
２
月

16
日
か
ら
３
月
15
日
の
間
の
み
、
役
場
の

確
定
申
告
書
作
成
会
場
で
も
所
得
税
の
確

定
申
告
書
を
提
出
で
き
ま
す
。
期
間
中
の

会
場
は
大
変
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
指
定

の
日
時
へ
の
来
場
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◆
確
定
申
告
に
必
要
な
も
の
は
？

①
所
得
を
証
明
す
る
書
類

　

(a)
事
業
所
得
（
営
業
・
農
業
等
）
や
不

　
　

動
産
所
得
が
あ
る
方
…
収
支
内
訳
書

　
　

と
そ
の
根
拠
と
な
る
帳
簿
・
売
上
明

　
　

細
・
領
収
書
な
ど
の
事
業
の
収
支
を

　
　

明
ら
か
に
す
る
書
類

　

(b)
給
与
所
得
、
公
的
年
金
な
ど
の
収
入
、

　
　

退
職
所
得
が
あ
る
方
…
源
泉
徴
収
票

　

(c)
個
人
年
金
収
入
が
あ
る
方
…
支
払
金

　
　

額
・
必
要
経
費
・
源
泉
徴
収
税
額
が

　
　

分
か
る
お
知
ら
せ
な
ど

　

(d)
原
稿
料
や
講
演
料
な
ど
を
受
け
取
っ　
　

　
　

た
方
…
そ
の
支
払
調
書
な
ど
と
必
要

　
　

経
費
の
領
収
書

　

(e)
満
期
保
険
金
な
ど
を
受
け
取
っ
た
方

　
　

…
総
合
課
税
対
象
額
が
記
載
さ
れ
た

　
　

支
払
明
細
書
な
ど

　

(f)
そ
の
他
所
得
が
分
か
る
支
払
明
細
な

　
　

ど

②
控
除
を
申
告
す
る
項
目
の
支
払
い
な
ど

を
証
明
す
る
書
類

　

(a)
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
や
任
意
継

　
　

続
、
国
保
税
な
ど
）
の
領
収
書

　

(b)
生
命
保
険
料
、
個
人
年
金
保
険
料
、

　
　

地
震
保
険
料
な
ど
の
支
払
証
明
書

　

(c)
障
害
者
控
除
を
申
告
す
る
場
合
、
障

　
　

害
者
手
帳
な
ど
程
度
が
確
認
で
き
る

◆
準
備
す
る
も
の

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で

き
る
パ
ソ
コ
ン

②
電
子
証
明
書

　

電
子
証
明
書
は
個
人
番
号

カ
ー
ド
ま
た
は
住
基
カ
ー
ド
に

格
納
さ
れ
て
い
ま
す
。
個
人
番

号
カ
ー
ド
の
取
得
方
法
は
、
11

月
に
各
世
帯
に
郵
送
さ
れ
た
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド
に

同
封
さ
れ
て
い
る
書
類
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
な
お
、
住
基
カ
ー

ド
の
発
行
は
終
了
し
て
い
ま
す

が
、
発
行
済
み
の
カ
ー
ド
に
格

納
さ
れ
て
い
る
電
子
証
明
書
は
、

有
効
期
限
ま
で
そ
の
ま
ま
利
用

で
き
ま
す
。

③
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ

　

家
電
量
販
店
な
ど
で
３
千
円

程
度
で
購
入
で
き
ま
す
。
「
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
用
」
と
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

◆
利
用
可
能
時
間

　

平
成
28
年
1
月
12
日
午
前
8

時
30
分
か
ら
3
月
15
日
ま
で
24

時
間
利
用
で
き
ま
す
（
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
時
間
を
除
く
）。

◆
問
い
合
わ
せ　

　

詳
し
く
は
、 

盛
岡
税
務
署
（
☎

6
2
2
―
6
1
4
1
）
ま
で
。

　

ま

た

は
、

国

税

庁

の

ｅ

―

Ｔ

ａ

ｘ

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

（h
ttp

 : /
/
w

w
w

.e
-ta

x
 .n

ta
. 

g
o
. jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
で
自
宅
か
ら

確
定
申
告
を
す
る
に
は
？
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も
の

　

(d)
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
（
住
宅
借
入
金
等

　
　

特
別
控
除
）
を
新
規
に
申
告
す
る
場

　
　

合
、
別
途
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

２
年
目
以
降
の
場
合
、
平
成
27
年
分

　
　

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
申
告
書
、

　
　

住
宅
取
得
資
金
に
係
る
年
末
残
高
等

　
　

証
明
書

　

(e)
医
療
費
控
除
を
申
告
す
る
場
合
、
支　
　

　
　

払
い
と
給
付
の
領
収
書
な
ど
（
医
療

　
　

費
の
領
収
書
、
健
康
保
険
な
ど
か
ら

　
　

の
給
付
明
細
書
、
高
額
療
養
費
の
振

　
　

込
通
知
書
、
生
命
保
険
や
損
害
保
険

　
　

の
保
険
金
支
払
通
知
書
な
ど
）

　

(f)
寄
附
金
控
除
を
申
告
す
る
場
合
、
寄

　
　

附
し
た
団
体
な
ど
か
ら
交
付
を
受
け

　
　

た
寄
附
金
の
受
領
証
な
ど

③
は
ん
こ
（
ス
タ
ン
プ
印
は
不
可
）

④
申
告
者
名
義
の
金
融
機
関
の
通
帳
と
通

帳
印

⑤
税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
た
申
告
書
や
所

得
計
算
用
紙
な
ど

⑥
過
去
2
～
3
年
の
間
に
申
告
し
た
方
は
、

そ
の
収
支
内
訳
書
と
申
告
書
の
控
え

確定申告書作成会場開設日
　 ◎会場：役場４階大会議室  

午前の部 午後の部

８時 30 分～ 11 時 1 時～ 3 時 30 分

2/16㈫ 白　沢 白沢・桜屋

2/17㈬ 太　田 太田・岩清水

2/18㈭ 室　岡 室岡・舘前

2/19㈮ 和　味 南矢幅３区

2/22㈪ 南矢幅４区 南矢幅４区・６区

2/23㈫ 南矢幅２区 下　北

2/24㈬ 矢巾２区 煙　山

2/25㈭ 矢巾１区 広宮沢１区

2/26㈮ 新田１区・２区

2/29㈪ 城　内 下赤林

3/11㈫ 南煙山 広宮沢２区・南矢幅７区

3/12㈬ 南　昌 矢　次

3/13㈭ 上赤林・南矢幅５区 流通センター

3/14㈮ 土　橋 南矢幅１区

/117㈪ 間野々 矢巾３区

3/18㈫ 西徳田 2 区 東徳田１区

3/19㈬ 西徳田 1 区 東徳田２区

3/10㈭ 藤　沢

3/11㈮ 高田３区 北郡山

3/14㈪ 高田 2 区

3/15㈫ 高田 1 区

◆所得税の申告をする方で平日の来場が困難な
　方は、２月 21 日㈰・28 日㈰にアイーナ会場を
　利用してください。

　

　盛岡税務署では、平成27年分の所得税・贈与税・

消費税・地方消費税の申告書作成会場を盛岡駅西

口アイーナ７階に開設します。盛岡税務署内には

開設しておりませんのでご注意ください。

◆期間　２月 8日㈪から３月 15日㈫まで

※土・日、祝日を除く。ただし、２月21日と28日

　の日曜日に限り開設します。

◆時間　午前９時から午後４時まで

盛岡税務署「アイーナ会場」

収支内訳書作成相談会日程は 5 ページに掲載

■確定申告の準備はお済みですか？

▼
問
い
合
わ
せ　

確
定
申
告
に

つ
い
て
詳
し
く
は
、
盛
岡
税
務

署
（
☎
６
２
２
―
６
１
４
１
）、
役

場
税
務
課
賦
課
係
（
☎
６
１
１
―

２
５
２
２
）
ま
で
。
ま
た
は
、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
 : //

w
w

w
. n

ta
 . g

o
. jp

）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　申告に必要な書類が不足し

ているなど不備がある場合、

申告を受け付けできない場合

があります。申告会場にご来

場の際は、事前に必要書類を

確認しましょう。

事前に

確認！

不備はありませんか？

必要書類
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まちの話題
あれこれ

身の回りに起きた出来事など、

楽しい情報をお寄せください。

役場企画財政課町づくり推進係

（☎ 611-2722）

　　　　 煙山小学校の児童たちが吹奏楽で
　　　　 60 周年の節目を祝いました

　　防災への決意を新たに、敬礼する消防団員

地
域
の
防
災
を
支
え
る
町
消
防
団

周
年
記
念
式
典
で
決
意
を
新
た
に

　

矢
巾
町
消
防
団
（
菅
原
覚
団
長
）
の

60
周
年
記
念
式
典
が
11
月
29
日
、
田
園

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
消
防
団
員
ら
約
５
０
０
人

が
出
席
。
菅
原
団
長
は
「
先
輩
方
の
消

防
精
神
を
引
き
継
い
で
精
進
し
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
火
災
予
防
活
動
や
訓
練
に

取
り
組
み
た
い
」
と
決
意
を
新
た
に
し

ま
し
た
。
ま
た
、
38
年
余
り
無
火
災
の

第
3
分
団
第
11
部
へ
の
特
別
表
彰
、
歴

代
幹
部
へ
の
感
謝
状
贈
呈
を
行
っ
た
ほ

か
、
煙
山
保
育
園
児
や
煙
山
小
学
校
の

児
童
た
ち
が
演
技
や
吹
奏
楽
を
披
露
し
、

式
典
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　サンタクロースも登場し、園児たちと
　笑顔でふれあいました

　 年長児と一緒にかわいらしい雪だるまの飾りを
 　作りました 

　

町
商
工
会
女
性
部
（
吉
田
玲
子
部
長
）

が
12
月
16
日
、
徳
田
保
育
園
（
川
村
一

枝
園
長
）
を
訪
問
し
ク
リ
ス
マ
ス
会
を

開
き
ま
し
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
会
に
は
部

員
９
人
が
参
加
。
年
長
児
23
人
と
一
緒

に
雪
だ
る
ま
の
飾
り
を
作
っ
て
廊
下
に

飾
っ
た
ほ
か
、
お
菓
子
の
首
飾
り
や
大

き
な
バ
ル
ー
ン
装
飾
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、

園
児
た
ち
か
ら
笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

お
礼
に
園
児
た
ち
は
歌
や
踊
り
を
ス

テ
ー
ジ
で
披
露
。
部
員
た
ち
は
元
気
い
っ

ぱ
い
の
園
児
た
ち
に
大
き
な
拍
手
を
贈

り
ま
し
た
。
吉
田
部
長
は
「
私
た
ち
も

た
く
さ
ん
の
贈
り
物
を
も
ら
っ
た
。
み

ん
な
元
気
に
成
長
し
て
ほ
し
い
」
と
願
っ

て
い
ま
し
た
。

商
工
会
女
性
部
の
ク
リ
ス
マ
ス
交
流

保
育
園
児
と
雪
だ
る
ま
飾
り
を
制
作

平成 28 年 1 月 1 日　広報やはば　第 743 号 8
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ニュースフラッシュ

NewsFLASH

　12 月 13 日、町連合婦人会主催の歳末助け

合い演芸会が田園ホールで開催され 757 人が

来場。各支部がユーモアあふれる出し物を披

露したほか、盛岡市出身のオペラ歌手村上尚

愛さんのプチコンサートも開催されました。

大爆笑！歳末助け合い演芸会

　矢巾町国際交流協会主催の海外派遣事業報

告会とふれあい広場が 12 月 5 日、町公民館

で開催。報告会ではアメリカ合衆国フリモン

ト町を訪問した中学生 8 人が現地での体験や

交流活動について報告しました。

フリモント町での体験を報告

　

矢
巾
町
防
犯
協
会
（
会
長
・
高
橋
昌

造
町
長
）
と
紫
波
警
察
署
は
12
月
14
日
、

町
内
の
年
末
年
始
特
別
警
戒
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
に
は
矢
巾
町
地
域
安
全

推
進
隊
な
ど
防
犯
関
係
者
約
50
人
が
参

加
。
出
発
式
の
後
、
高
橋
昌
造
会
長
ら

が
矢
巾
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
周
辺

の
金
融
機
関
や
郵
便
局
４
カ
所
を
巡
回

し
て
年
末
年
始
の
防
犯
を
依
頼
し
た
ほ

か
、
小
売
店
の
入
り
口
で
買
い
物
客
に

チ
ラ
シ
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
し
、
年

末
年
始
の
事
件
事
故
防
止
を
呼
び
掛
け

ま
し
た
。

　金融機関をパトロールして年末年始の防犯を
　依頼しました（写真は東北銀行矢巾支店）

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
全
安
心
の
町

年
末
年
始
の
防
犯
を
呼
び
か
け
る

協定書に調印した高橋昌造町長（写真右）と
　重永智之同社事業マネジメント本部長

　

町
と
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ツ
株
式
会
社
（
本
社
東
京
都
、
高
木
茂

知
社
長
）
は
12
月
９
日
「
健
康
に
資
す

る
ま
ち
づ
く
り
支
援
協
定
」
を
締
結
し

ま
し
た
。
こ
の
協
定
は
、
町
が
地
方
版

総
合
戦
略
に
掲
げ
る
重
点
施
策
を
推
進

す
る
た
め
、
主
と
し
て
健
康
を
テ
ー
マ

に
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
助
言
を

同
社
に
依
頼
す
る
も
の
で
す
。
調
印
式

で
髙
橋
昌
造
町
長
は
「
町
内
の
充
実
し

た
医
療
福
祉
体
制
や
岩
手
医
科
大
学
お

よ
び
附
属
病
院
の
開
院
な
ど
、
地
域
の

特
色
を
生
か
し
た
地
方
創
生
を
推
進
し

た
い
」
を
意
欲
を
述
べ
ま
し
た
。

健
康
を
テ
ー
マ
に
地
方
創
生
を
推
進

ま
ち
づ
く
り
支
援
協
定
を
締
結

　矢巾ライオンズクラブ（藤井豊会長）が、

同クラブ 35 周年を記念して「やはぱーく」

図書センターに収蔵する図書を寄贈。11 月

25 日に藤井会長（写真中央）らが来庁し、高

橋昌造町長（同右）に目録を手渡しました。

ライオンズクラブが図書を寄贈
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や
は
ば
文
芸
の
森

「
や
は
ば
短
歌
の
会
」
会
員
の
作
品
か
ら

※
や
は
ば
短
歌
の
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
…
毎
月
二
回
、
金
曜
日
に

町
公
民
館
で
短
歌
の
勉
強
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
お
気

軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

下　

北　
　
　

藤
原
オ
イ
ロ

下　

北　
　
　

今
野　

文
子

高
田
三
区　
　

北
田
み
ど
り

南
矢
幅　
　
　

小
川　

文
子

天あ
め

地つ
ち

の
け
ぢ
め
も
あ
ら
ぬ
綿わ

た

雪ゆ
き

に
音お

と

と
ざ
さ
れ
て
新
年
と
な
る

霜し
も

と
け
し
田
の
面も

に
群む

る
る
白は

く

鳥ち
ょ
うは

頭
こ
う
べ

を
の
べ
て
落お

ち

穂ぼ

啄つ
い
ばむ

新
し
き
年と

し

の
平へ

い

穏お
ん

願
ふ
べ
し
白は

く

山さ
ん

神
社
に
柏

か
し
わ

手で

を
打う

つ

金き
ん

賞し
ょ
うを

戴
い
た
だ

き
し
と
て
送お

く

り
来こ

し
孫
の
書か

き
初ぞ

め
額が

く

に
入
れ
た
り

厨く
り
やに

て
昇の

ぼ

り
く
る
日
を
浴あ

び
を
れ
ば
積つ

む
雪
渡わ

た

る
光
が
温ぬ

く

し

コ
ン
ビ
ニ
に
夜よ

を
明
か
し
た
る
ト
ラ
ッ
ク
の
屋や

根ね

に
積つ

も
れ
る
雪
う
づ
高
し

新
し
き
三
年
日
記
書か

き
始は

じ

む
た
め
ら
ひ
を
れ
ば
イ
ン
ク
の
滲に

じ

む

広
々
と
し
た
る
冬ふ

ゆ

田た

に
筋す

じ

な
し
て
芽め

生ば

え
し
麦む

ぎ

は
た
く
ま
し
く
見
ゆ

　

　町の冬の風物詩として町内外から広く親しまれてい

る「スミつけ祭り」が開催されます。

　この祭りは「焼
や け

観
か ん

音
の ん

お年越行事」として四百数十年

前から城内地区に伝えられており、災難消除や無病息

災、五穀豊穣を祈ってお互いの顔に炭（消し炭）を付

け合う「奇祭」といわれています。ご家族や友人など

をお誘い合わせの上、ふるってご参加ください。

▼日時　2 月 6 日（土）午後 6 時から午後 8 時まで

▼場所　実相寺（煙山 7-23）の西側、城内山中腹の観音堂前（上の地図を参照）

▼問い合わせ　スミつけ祭り実行委員会（実相寺内、☎ 697-5631）

▼応募内容　今年のスミつけ祭りで撮影した写真（未発表のものに限ります）

▼サイズ・応募点数　カラー写真（六切（203 ㍉× 254 ㍉）

以上で未修正のもの、組写真不可）、１人２点以内

▼応募方法　応募用紙に［タイトル、氏名（ふりがな）、郵便

番号、住所、電話番号］を記入の上、作品の裏面にテープで

貼付して郵送または持参してください。

▼応募期間　２月８日㈪ から 17 日㈬まで（当日消印有効）

▼審査・発表　スミつけ祭り実行委員会が審査し、最優秀賞

１点、優秀賞 1 点、矢巾町長賞１点、矢巾町観光協会会長賞

１点を決定。広報やはばおよび町ホームページで発表します。

▼作品の使用　作品は町のＰＲや観光振興のために使用させて

いただく場合があります。

▼応募要項と応募用紙の配布　役場２階商工観光課、役場１階ホール、町公民館で配布す

るほか、町ホームページでもご覧になれます。また、当日会場でも配布します。

▼応募先と問い合わせ　矢巾町観光協会事務局（〒 028-3692 矢巾町大字南矢幅 13-123 

役場商工観光課内、☎ 611-2603）

前回の最優秀賞作品

「たのし～い！」
  川村栄一朗さん（盛岡市）

スミつけ祭り写真コンクールを開催

　町の冬の風物詩

　　「スミつけ祭り」開催！
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みんなの

ひろ
ば

「 

チ
ョ
コ
レ
ー
ト 

」

えんどう こてつ くん

たむら ひなた くん

「 

リ
ン
ゴ 

」

なかくら ひより ちゃん

「 

ニ
ン
ジ
ン 

」

なかむら あやめ ちゃん

「 

ス
イ
カ 

」

「 

ブ
ド
ウ 

」

たかはし えいた くん

おしえて！
好きな食べ物

（北川保育園 3 歳児）



  

　

宮
沢
賢
治
と
矢
巾
町
の
か
か
わ
り
を
紹
介
す
る
こ
の

コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
賢
治
と
親
友
藤
原
健
次
郎
と
の
出

会
い
と
、
二
人
の
交
流
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。　

◆
賢
治
と
健
次
郎
の
出
会
い

　

藤
原
健
次
郎
が
盛
岡
中
学
校
に
入
学
し
た
翌
年
の
明

治
42
年
4
月
、
宮
沢
賢
治
が
同
校
に
入
学
し
、
寄
宿
舎

「
自じ

彊
き
ょ
う

寮
」
で
同
じ
部
屋
（
12
号
室
）
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
年
生
の
賢
治
は
、
寄
宿
舎
で
ラ
ン
プ
掃
除
を
担
当

し
、
一
年
先
輩
の

健
次
郎
は
自
分
の

担
当
の
掃
除
が
終

わ
っ
た
後
、
賢
治
に

ラ
ン
プ
掃
除
の
要

領
を
教
え
、
さ
ら

に
毎
日
作
業
を
手

伝
い
ま
し
た
。
後

に
、
賢
治
が
中
学

校
生
活
を
記
録
し

た
ノ
ー
ト
に
は
「
寄

宿
舎
の
夕
・
藤
原
・
ラ
ン
プ
」
な
ど
と
書
か
れ
て
お
り
、

ラ
ン
プ
掃
除
を
通
じ
て
二
人
が
交
流
を
深
め
て
い
っ
た

こ
と
が
伺
え
ま
す
。

◆
賢
治
と
健
次
郎
、
南
昌
山
へ

　

寄
宿
舎
の
生
徒
は
、
週
末
に
な
る
と
実
家
に
帰
る
の

が
通
例
で
し
た
が
、
賢
治
は
花
巻
に
帰
ら
ず
、
一
人
寄

宿
舎
に
残
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
健
次
郎
は
、
賢
治

に
自
分
の
実
家
へ
泊
ま
り
に
来
る
よ
う
誘
い
ま
し
た
。

　

賢
治
は
、
健
次
郎
の
実
家
で
家
族
か
ら
可
愛
が
ら
れ
、

健
次
郎
と
本
当
の
兄
弟
の
よ
う
に
親
し
く
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど

も
の
こ
ろ
か
ら
石
が
好

き
だ
っ
た
賢
治
は
、
健

次
郎
と
一
緒
に
南
昌
山

に
登
っ
て
、
水
晶
や
の

ろ
ぎ
石
（
ろ
う
石
）
な

ど
を
採
取
し
ま
し
た
。

前
述
の
ノ
ー
ト
に
は
「
藤

原
健
次
郎
・
南
昌
山
・

家　

同
・
水
晶　

同
・

頂
上
」
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毒
が
森
や
東

根
山
な
ど
に
も
登
っ
て
い
る
こ
と
が
遺
さ
れ
た
短
歌
や

童
話
な
ど
か
ら
も
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
「
矢
巾
町
宮
沢
賢
治
を
語
る
会
」
の
松
本
隆

会
長
は
、
南
昌
山
の
夕
景
を
詠
っ
た
短
歌
や
、
南
昌
山

の
鉛
筆
画
か
ら
、
頂
上
に
あ
る
雨
乞
い
の
石
柱
の
脇
に

野
宿
を
し
て
天
体
観
測
を
し
た
と
考
察
し
て
い
ま
す
。

南
昌
山
の
頂
上
か
ら
見
た
星
空
を
も
と
に
、
賢
治
は
南

昌
山
の
頂
上
に
あ
る
雨
乞
い
の
石
柱
を
「
天
気
輪
の
柱
」

と
呼
び
、
童
話
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
に
登
場
す
る
「
銀

河
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
場
所
と
し
て
引
用
し
た
の
で
は

な
い
か
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

賢
治
は
「
明
治
四
十
二
年
よ
り
」
と
題
し
た
短
歌
集

に
次
の
よ
う
な
歌
を
遺
し
て
い
ま
す
。

　

の
ろ
ぎ
山　

の
ろ
ぎ
を
取
り
に　

行
か
ず
や
と

　
　
　
　
　

ま
た
も
そ
の
子
に　

さ
そ
わ
れ
に
け
り

　

の
ろ
ぎ
山　

の
ろ
ぎ
を
取
れ
ば　

い
た
ゞ
き
に

　
　
　
　
　
　
　
　

黒
雲
を
追
う　

そ
の
風
ぬ
る
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
次
号
へ
続
く
】

※このコーナーは「矢巾町宮沢賢治を語る会」の松本隆会長に監修および資料の提供をいただいています。

宮
沢
賢
治
と
矢
巾
町

～「
銀
河
鉄
道
の
夜
」の
舞
台
は
南
昌
山
～

第５回 

 寄宿舎「自彊寮」12 号室の生徒
（前列左が賢治、後列左が健次郎）

 南昌山に向かういいいいい　　
賢治と健次郎（イメージ）

瑞宝双光章   橘　誠 さん（新田 2区・71歳）

おめでとうございます  秋の叙勲

　

橘
さ
ん
は
、
平
成
11
年
5
月
か
ら
2
期
8

年
に
わ
た
っ
て
収
入
役
を
勤
め
、
平
成
19
年

5
月
か
ら
平
成
23
年
5
月
ま
で
副
町
長
と
し

て
町
政
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

昭
和
50
年
か
ら
岩
手
県
カ
ヌ
ー
協
会
の
理
事

と
し
て
選
手
育
成
と
競
技
普
及
に
尽
力
し
、

平
成
24
年
か
ら
は
同
協
会
の
会
長
を
務
め
て

い
ま
す
。

　

橘
さ
ん
は
「
受
章
は
家
族
や
同
僚
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
」
と
感
謝
し
「
今

後
も
地
域
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
頑
張
り
た

い
で
す
」
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　社会福祉法人敬愛会理事の谷

村雄二さん（北郡山・78 歳）が、

福祉事業団体関係者としての長年

の功績が認められ、厚生労働大臣

表彰を受賞しました。

社会福祉活動に長年尽力
谷村雄二さんが大臣表彰
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子育て支援センター（☎ 697-1567）　地域包括支援センター（☎ 611-2855）

子育て支援センター
さわやかハウス内 ☎ 697-1567

子育ての悩みやしつけ、養育などの相
談は月～金曜日の9 : 00～17 : 00です。

子育て開放ルーム

1 ・ 2 月の予定 　【担当】生きがい推進課保健指導係 ☎ 611-2825

備　考

平成 27 年 8 月
生まれ

平成 26 年 6 月
～ 7 月生まれ

平成 25 年 7 月
～ 8 月生まれ

平成 24 年 5 月
～ 6 月生まれ

妊婦

妊娠届出書・保険
証・印鑑・所得証
明書・通帳を持参

≪転入されて、小学校に入学する前のお子さんがいる方へ≫
　今後に必要な健診や予防接種の相談を「さわやかハウス」で行って
います。母子健康手帳をお持ちの上、早めにご相談ください。

対象者

生後 2 カ月から 5 歳未満の方

生後 2 カ月から 5 歳未満の方

生後 3 カ月から 90 カ月に至るまでの間の方

（今までに三種混合ワクチンや不活性化ポリオワクチンの

 接種を受けていた方は、その 2 つのワクチンの接種

 が可能です。※医療機関への確認が必要）

生後 13 カ月から 12 カ月に至るまでの間の方

生後 12 カ月から 36 カ月に至るまでの間の方

1 歳～ 2 歳未満の方

平成 21 年 4 月 2 日～平成 22 年 4 月 1 日生
まれの方

標準的な接種は 3 歳、4 歳の方

※平成 7 年 4 月 2 日～平成 19 年 4 月 1 日生
　まれ（20 歳未満）の方で未接種の方も受けま
　しょう。

平成 9 年 4 月 2 日～平成 10 年 4 月 1 日生ま
れの方（高校 3 年生相当）が積極的勧奨の対
象です。

平成 15 年 4 月 2 日～平成 16 年 4 月 1 日生
まれの方（小学校 6 年生）が対象です。

受付時間・場所

さわやか
ハウス

19:30～19:50

12:30～14:00

19:00～10:30

12:30～14:00

13:00～13:15

13:00～16:00

実施日

1月
25日㈪

2月
10日㈬

1月
21日㈭

1月
13日㈬

1月
19日㈫

毎　週
金曜日

第 1 期

第 2 期

第 1 期

第 2 期

第 2 期

項　目

のびのび Baby
教室　　

 1 歳 6 カ月児
健診　　

 2 歳児キッズ
教室　　

 3 歳児健診

マタニティ
ひろば

母子健康手帳
の交付

項　目

ヒブワクチン

小児肺炎球菌
ワクチンおお

四種混合

（ジフテリア・百日せき・
破傷風・ポリオ）

ＢＣＧ

水　痘

麻しん風しん

日本脳炎

ジフテリア・
破傷風おおお

　親子が自由に集える開放ルームで
す。（参加費無料・予約不要）

 
◆

うさちゃんのへや 
【利用日】火・木・金曜日10:00～15:00
【場所】農村環境改善センター（不動児童館隣）
★講習会 1/22 （金） 10 : 00～11 : 00
 　［魚つり遊び］

 
◆

いちご広場 
【利用日】火・水・金曜日 9:00～12:00
【場所】徳田児童館
★講習会 1/12（火） 10 : 00～11 : 00

［児童館のお兄さんお姉さんと遊ぼう］

 
◆

さくらんぼ広場 
【利用日】月・木・土曜日 9:00～12:00
【場所】矢巾東児童館
★講習会 1/28（木） 10 : 00～11 : 00
 　［節分豆まき］

◎子育て親子交流（ 1 月）

△

プレママ＆ぽかぽか広場ベビー

 （妊娠中、2 ～ 7 カ月）18、25 日㈪
 （受付 9 : 45）子育て支援センター

△

プレママ＆ぽかぽか広場

 （妊娠中、8 ～ 12 カ月）22、29 日㈮
 （受付 9 : 45）子育て支援センター

△

なかよしデー（8 カ月～就園前）

  毎週火・水・木曜日（10 : 00～15 : 00）

 　　　　　　  子育て支援センター

△

えほんのひろば （2 カ月～就園前）                   

 6日㈬（受付9 : 45）子育て支援センター

△

赤ちゃん講習会 （2カ月～12カ月）                   

　「座談会 保育園生活について」

 15日㈮（受付9 : 45）子育て支援センター

△

講習会（2 カ月～就園前）

　「幼児食の紹介」                   

 20日㈬（受付9:45）子育て支援センター

平成 28 年 1 月 1 日　広報やはば　第 743 号 12

んな
かよし
友達

いかわ ともひさ くんたかはし ゆうと くんささき つばさ くんよしだ ゆうと くん

くまがい りづき ちゃんほそかわ なつき ちゃんふじわら まなか ちゃん

央幼稚園
歳児）



生きがい推進課（福祉係 ☎ 611-2822  健康支援係 ☎ 611-2821  介護保険係 ☎ 611-2830  保健指導係 ☎ 611-2825）

岩手県男性不妊治療費助成金のご案内
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献血バス運行情報献血バス運行情報
４月の「障害者差別解消法」施行に向けた
障がい者福祉に理解を深める講演会開催ｐ

《全血献血》 1 月 13 日㈬
①　9:30 ～ 11:00 ㈱南部医理科

② 13:00 ～ 16:30

　 岩手医科大学矢巾キャンパス

   ※②は 400 ｍＬ献血に限定 

《全血献血》 1 月 31 日㈰
  10:00～16:30 ビッグハウス矢巾店

   ※400 ｍＬ献血に限定

主催：社会福祉法人新生会（町からの委託事業）、後援：矢巾町　

▼開催日と内容　　※いずれも参加無料

 第１回：1 月 29 日㈮  ～これからの福祉～「共に生きる社会をめざすために」

講師：社会福祉法人雄勝福祉会 人材育成次長　佐藤博氏（前厚生労働省社会・

擁護局 地域支援対策専門官）

 第 2 回：2 月 16 日㈫  「小児科からみる現在の子どもたち」講師：社会福祉

法人新生会みちのく療育園　医師 川村みや子氏　

▼時間・場所　いずれも午後 1 時 30 分から、さわやかハウス

▼定員　各 80 人（先着順）

▼申し込み・問い合わせ　詳しくは、社会福祉法人新生会 障害者地域生活

支援センターしんせい（☎ 697-3300）へ。
病　院 1 月担当日

岩手県立中央病院 
上田 ☎ 653-11511　

3, 4, 6, 8, 11
13, 17, 20, 21
25, 27, 28, 31     

岩手医科大学附属病院
内丸 ☎ 651-51111

1, 7, 9, 10, 15
18, 22, 24, 26
30 

盛岡赤十字病院　　 
三本柳 ☎ 637-3111　

14, 23, 29

もりおかこども病院
上田字松屋敷 ☎ 662-5656

2, 16

川久保病院　　 
津志田 ☎ 635-1305　

5, 12, 19

夜 

間

小児救急入院受入病院
受付時間：午後 5 時～翌日午前 9 時

（土曜日は午後 1 時～午後 5 時も受付）

　今月の休日当番医　　　　　　◎必ず電話で確認してから受診してください（診療時間 9：00～17：00）

日 紫波・矢巾 盛岡南〈 内科 〉 盛岡〈 外科・整形外科 〉 盛岡〈 小児科 〉 歯　科

10日

㈰
平 井 医 院

紫波町日詰 ☎672-3200

遠 山 病 院

下ノ橋町 ☎ 651-2111

くわた脳神経外科クリニック

北飯岡 ☎ 656-5636

さいとう小児科クリニック

月が丘 ☎ 643-7171

む ら た 歯 科

又兵エ新田 ☎ 611-0602

11日

㈪
堀 江 医 院

 西徳田 ☎ 681-8868

大 通 胃 腸 科 内 科

大通 ☎ 652-1825

なおや脳神経・頭痛クリニック

本宮 ☎ 651-3708

盛 岡 友 愛 病 院

永井 ☎ 638-2222 ―
17日

㈰
志 和 診 療 所

紫波町上平沢 ☎673-7805

栃 内 内 科 医 院

神明町 ☎ 624-5277

吉田整形外科・リウマチ科クリニック

本町通 ☎ 604-3820

菅 野 小 児 科 医 院

山岸 ☎ 622-4448 ―
24日

㈰
おぼない内科クリニック

南矢幅 ☎ 698-1190

荻 野 病 院

本宮 ☎ 636-0317

たにむらクリニック

本宮 ☎ 601-2990

もりおかこども病院

上田字松屋敷 ☎ 662-5656

エストエストデンタルケア

南矢幅 ☎ 681-2299

31日

㈰
野崎内科・神経内科医院

紫波町高水寺 ☎671-2011

さ と う 胃 腸 科 内 科

向中野 ☎ 635-0789

けやき整形外科クリニック

上田 ☎ 656-1677

森 田 小 児 科 医 院

緑が丘 ☎ 662-3326 ―
◆夜間急患診療所（午後 7 時～午後 11 時）盛岡市神明町 ☎ 654-1080　◆高度救命救急センター  盛岡市神明町 ☎ 654-1080

（お願い） かぜなどの軽い症状の場合、午後７時から午後 11 時までは夜間急患診療所をご利用ください。
　※年末年始（12月 29日～ 1月 3 日）の休日当番医は、12月 16日発行の「役場からのお知らせ」をご覧ください。　　　　　　

献血バス運行情報献血バス運行情報

　

　県では、医療保険が適用されない男性不妊治療（TESE・MESA）を

平成 27 年 4 月以降に受けた夫婦を対象に、治療費の一部を助成してい

ます。申請期限は治療が終了してから３カ月以内です。

※平成 27 年 4 月 1 日から 10 月 12 日までの間に対象となる治療が終了

した方は、平成 28 年 1 月 13 日㈬までに申請してください。

▼申請先・問い合わせ　助成対象・申請方法など詳しくは、県央保健所

保健課（☎ 629-6569）へ。または、県ホームページをご覧ください。

Health健康がいど みん
なか
お友

ぬまた あおい ちゃん

たけはら ゆうき くんささき かんた くん

矢巾中央
（3 歳



Enjoy　
Sports! スポーツだより（体育館）

町民総合体育館　☎ 697-4646　FAX 697-4907　開館時間 8 : 30 ～ 21 : 00（祝日を除く月曜日休館）

 矢巾町開催デモンストレーションスポーツ

  スポーツチャンバラ　    ラジオ体操

■町民総合体育館個人利用デーのお知らせ… 1 月 11 日（月・祝）午後 1 時～午後 3 時は、全館個人利用のみとなります。

親子や友だち同士でお気軽にご利用ください（利用料は通常どおり 2 時間につき大人 110 円、児童生徒 60 円です）。

 ◆健康・体力づくりセミナーの参加者を募集！

 ◆寒さも吹き飛ぶ熱気！スポレク祭の結果

■種目別優勝者

種目名 優勝者（敬称略） 記録

小学生スピードガンコンテスト 相澤勇気（小学生） 102 ㎞/h ※

ストラックアウト 立花大和（小学生） 17 枚

バスケ・フリースロー 和田怜磨（小学生） 31 ゴール

キック・ザ・ターゲット 長岡勇之介（小学生） 42 点

スカットボール 河野喜久子（一般） 12 点

輪投げ 藤原陸弥（小学生） 66 点

ディスゲッター 立花大和（小学生） 7 枚

※は大会タイ記録

　町民スポーツ・レクリエーション祭（スポレク祭）が 12 月５日、町民総

合体育館で開催されました。

　子どもから年配の方まで 105 人が参加し、スポーツスタンプラリーの公式

７種目や公開種目「スポーツチャンバラ」に挑戦。参加した皆さんは競技を

楽しみながら心地よい汗を流し、最後はスポーツグッズが当たるビンゴ大会

で大いに盛り上がりました（各種目の優勝者は

右表を参照）。

　新年を迎え、気持ちもあらたに健康・体力づくりを始めてみませんか。

矢巾町体育協会では「健康・体力づくりセミナー」を開催します。身体ほ

ぐしの体操、ダイエットに最適な有酸素運動や筋力アップの簡単トレーニ

ングなど、さまざまな健康運動を体験できます。体力にあまり自信のない

方も安心してご参加ください。

▼期日　１月 22 日から３月 11 日までの毎週金曜日（全８回）

▼時間・場所　午後１時 30 分から午後３時まで、町民総合体育館

▼対象・定員　町内にお住いの方またはお勤めの方、30 人（先着順）

▼参加料　3,000 円（保険料含む）※楽々クラブ矢巾会員の方は 500 円割引

▼ 申し込み・問い合わせ　1 月 5 日（火）から 19 日（火）までの開館時間内に、参加料を添えて町民総合体育館　　

（☎ 697-4646）へお申し込みください。

　町民総合体育館東側の進入口は冬期間、積雪や凍結によりスリップするため、天候や

積雪状態により、臨時通行止めとする場合があります。あらかじめご了承ください。

町民総合体育館東側入口の通行止めについて

楽しい運動で健康づくりを
始めませんか？ｐｐｐｐｐ

公開種目「スポーツチャンバラ」に挑戦！
会場は熱気に包まれました　　ｐｐｐｐｐ
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町公民館　☎ 697-2161・2013　FAX 697-5581　　
町文化会館（田園ホール）　☎ 697-5855

チビッ子集まれ！お

スポーツチャンバラ教室

決意新たに始動！お

町民劇場第20回公演

　町教育委員

会と矢巾町郷

土芸能保存会

では、第40 回

矢巾町郷土芸

能大会を開催

します。

　町内の郷土

芸能団体が地

域の踊りなど

を披露するほか、40 回を記念して、

ユネスコ無形文化財遺産と国指定

重要無形文化財に登録されている

「早池峰岳神楽」が特別出演します。

入場無料ですので、皆さんお誘い

合わせの上、お気軽にご来場くだ

さい。

▼日時　1 月 24 日㈰ 午前 10 時開

演（午前９時 30 分開場）

▼場所　田園ホール

▼町内出演団体　白沢神楽、徳丹

獅子踊、高田さんさ踊、下赤林さ

んさ踊、南昌太鼓、煙山田植踊、

矢巾町民謡保存会

▼特別出演団体　早池峰岳神楽（花

巻市）

▼問い合わせ　町教育委員会社会

教育課文化財係（☎ 611-2860）

矢巾町郷土芸能大会

1 月 24 日 日 に開催

※町公民館図書室は閉室しました。
　（平成 28 年 4 月に新しい図書室が矢巾町活動交流センター「やはぱーく」内にオープンします）

　

　今年で 20 回目の公演を迎える矢

巾町民劇場では、矢巾町合併 60 周

年を記念し、初代矢巾町長 高橋重

平さんをモデルにした物語「我 矢

巾の礎とならん」を公演します。

　12 月 13 日、町公民館で旗揚げ

が行われ、役者やスタッフなど約

30 人が、2 月の公演成功に向けて

決意を新たにしました。

　郷土に対する情熱と献身、それ

を支える妻との絆を描いた創作劇

です。皆さんどうぞご覧ください。

▼ 日時　① 2 月 13 日㈯ 午後 6 時

30 分開演 ② 2 月 14 日㈰午後 1 時

30 分開演 ※開場は開演の 30 分前

▼場所　田園ホール

▼ 入場料　一般 1,000 円、高校生

以下 500 円（当日は各 200 円増し）

※小学生未満は無料

▼問い合わせ　同実行委員会事務

局（町公民館内、☎ 697-2161）

　　　　　　　　　町では、小学　　　

　　　　　　　　校入学前のお子

　　　　　　　　さんを対象にし

　　　　　　　　 た「スポーツチャ

　　　　　　　　ンバラ」教室を　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　開催します。

　 　 　 　 　 　 　 　 ▼日時　1 月 16

日㈯ 午前 10 時～午前 11 時 30 分

▼場所　地域交流パレス「いちご

館」（又兵エ新田 5-186-6）

▼対象・定員　満 3 歳から小学校

入学前の幼児、20 人（先着順）

▼参加料　無料

▼持ち物　タオル・飲み物　※運

動ができる服装でご参加ください

▼申し込み・問い合わせ　町教育

委員会社会教育課国体推進室（☎
611-2854）へお申し込みください。

　

　町公民館では、

「マナーアップのた

めのラッピング講

座」を開催します。

ラッピングマナー

を学びながら、気

軽にできるラッピ

ングを体験してみませんか。

▼ 日時　1 月 29 日㈮ 午後 1 時 30

分から午後３時 30 分まで

▼場所　町公民館 2 階第 1 研修室

▼対象・定員　町内に在住または

通勤の方、10 人（先着順）

▼受講料　材料費 500 円

▼ 内容　ラッピングマナー講座、

ラッピング体験　※終了後には

ティータイムもあります。

▼ 申し込み　１月 13 日㈬ 午前９

時から町公民館　（☎ 697-2161）

で受け付けます（電話での申し込

みは午前 10 時から）。

マナーアップのための

ラッピング講座開催

田園寄席田園寄席 柳家小さん 柳家小さん ＆＆
柳家花緑 おじおい会柳家花緑 おじおい会

 チケット好評発売中！   全席指定  

一 　般   3,050 円 / シニア  2,050 円
小中高生 1,000 円（当日はそれぞれ 500 円増）
 ※シニア券は公演当日時点で満 60 歳以上の方
 ※未就学児の入場はご遠慮ください

  問い合わせ   田園ホール (☎ 697-5585）

3月20日日
田園ホール
開場 13 : 30
開演 14 : 00
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前
回
、
岩
手
県
の
脳
卒
中
死
亡
率
が
全

国
で
ワ
ー
ス
ト
１
で
あ
る
こ
と
を
お
話
し

ま
し
た
が
、
実
は
脳
卒
中
死
亡
率
の
高
さ

は
岩
手
県
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
欧
米
の
そ
れ
と
比
較
す
る
と
、
日

本
人
の
脳
卒
中
死
亡
率
は
非
常
に
高
い
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
脳
卒
中
の
要
因

と
な
る
高
血
圧
の
原
因
に
は
、
食
塩
の
摂

り
過
ぎ
と
、
カ
リ
ウ
ム
摂
取
量
の
不
足
が

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
日
本
と

欧
米
の
比
較
で
は
、
日
本
人
の
食
塩
摂
取

量
は
欧
米
よ
り
か
な
り
多
く
、
反
対
に
カ

リ
ウ
ム
摂
取
量
は
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す

（
左
上
の
グ
ラ
フ
を
参
照
）。

　

も
う
少
し
詳
し
く
説
明
す
る
と
、
高
血

圧
の
危
険
因
子
は
食
塩
（
塩
化
ナ
ト
リ
ウ

ム
、
Ｎ
ａ
Ｃ
ｌ
）
に
含
ま
れ
る
ナ
ト
リ
ウ

ム
（
Na
）
の
摂
取
で
す
。
ナ
ト
リ
ウ
ム
と

カ
リ
ウ
ム
は
、
い
ず
れ
も
ア
ル
カ
リ
金
属

に
属
し
ま
す
が
、
高
血
圧
と
の
関
連
で
は

ず
い
ぶ
ん
違
っ
た
働
き
を
し
ま
す
。
塩
辛

い
味
の
正
体
は
ナ
ト
リ
ウ
ム
で
す
が
、
カ

リ
ウ
ム
は
塩
辛
さ
と
苦
み
が
あ
り
ま
す
。 

　

一
方
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
カ
リ
ウ
ム
は
科

学
的
に
似
通
っ
た
性
質
を
持
つ
た
め
、
置

換
が
容
易
で
す
。
つ
ま
り
、
Ｎ
ａ
Ｃ
ｌ
の

ナ
ト
リ
ウ
ム
を
カ
リ
ウ
ム
に
置
換
し
塩
化

カ
リ
ウ
ム
（
Ｋ
Ｃ
ｌ
）
に
す
る
の
は
簡
単

で
す
。
塩
彩
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
私

た
ち
は
そ
こ
に
注
目
し
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
高
血
圧
予
防
の
４
本
柱
は
、

肥
満
の
解
消
、
節
酒
、
適
度
な
運
動
に
減

塩
と
カ
リ
ウ
ム
摂
取
で
す
が
、
い
ず
れ
も

簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、

減
塩
と
カ
リ
ウ
ム
摂
取
は
慣
れ
親
し
ん
だ

食
習
慣
や
食
生
活
の
変
更
を
強
い
る
も
の

で
、
心
理
的
な
抵
抗
も
大
き
い
の
で
す
。

従
っ
て
、
減
塩
に
は
相
当
な
頑
張
り
を
必

要
と
す
る
の
が
現
状
で
す
が
、
そ
れ
で
は

減
塩
の
裾
野
は
広
が
り
ま
せ
ん
。
な
ん
と

か
頑
張
ら
ず
に
気
軽
に
減
塩
で
き
る
方
法

は
な
い
も
の
か
―
―
。
そ
こ
で
登
場
す
る

の
が
「
ナ
ト
・
カ
リ
塩
」
な
の
で
す
。

　

次
号
で
詳
し
く
説
明
し
ま
す
が
「
ナ
ト
・

カ
リ
塩
」
は
食
塩
に
含
ま
れ
る
ナ
ト
リ
ウ

ム
の
一
部
を
カ
リ
ウ
ム
に
置
換
し
た
塩
で

す
。
塩
味
の
正
体
は
ナ
ト
リ
ウ
ム
で
す
か

ら
、
多
く
を
カ
リ
ウ
ム
に
置
換
し
て
し
ま

う
と
苦
み
が
強
く
な
り
ま
す
が
、
味
に
変

化
を
及
ぼ
さ
な
い
ぎ
り
ぎ
り
の
割
合
で
置

換
す
る
こ
と
で
、
味
は
同
じ
な
の
に
ナ
ト

リ
ウ
ム
（
塩
分
）
は
少
な
く
カ
リ
ウ
ム
が

多
く
含
ま
れ
る
、
減
塩
に
と
っ
て
は
夢
の

よ
う
な
塩
が
生
ま
れ
ま
す
。
こ
れ
こ
そ
が

「
頑
張
る
減
塩
か
ら
、気
軽
に
減
塩
へ
」

を

実
施
す
る
切
り
札
で
す
。
【
次
号
に
続
く
】

▼
問
い
合
わ
せ　

生
き
が
い
推
進
課
健
康

推
進
室
（
☎
６
１
１
―
２
８
２
１
）

　明けましておめでとうだジャ。今年もたくさんつぶやいていくジャ～！

　春はまだ先だけど、そろそろ新生活に向けて引っ越しを考えてる人もい

るかな？引っ越しと言えば、水道を使い始めるときも止めるときも役場上

下水道課に届け出が必要なんだジャ。

　ちなみに矢巾町では「水道やはば」ホームページから 24 時間届け出ができるから、忙しい人もパソコンやスマー

トフォンで簡単にできるジャ。「引越ししたのに水が出ない～」とか「もう住んでないのに請求が来た！」ってならな

いように、引っ越しが決まったら余裕を持って手続してけで！

じじゃゃじゃじゃっっととくんの

つ・ぶ・や・きつ・ぶ・や・き。。

第５回 

矢
巾
町

矢
巾
町
塩塩

し

お

　

さ

い

し

お

　

さ

い彩彩
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 

「
脳
卒
中
死
亡
率
ワ
ー
ス
ト
1
」脱
却
へ 

～
頑
張
る
減
塩
か
ら
、気
軽
に
減
塩
へ
～ 

②

水道
豆知識
列伝！

その63

日本人は食塩摂取量が多い
（体重 1 ㎏あたりの食塩摂取量）

日本人はカリウム摂取量が少ない
（24 時間尿中カリウム排出量）

 
似
て
非
な
る
「
Na
」と「
Ｋ
」

  

夢
の
塩
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矢幅駅前複合施設だより ～ VO L .6 ～
矢巾町活動交流センター「やはぱーく」の整備状況をお知らせします

 ◎「やはぱーく」のロゴが決定しました  

　「人がいこい、交流し、人と街とがともに成長するステージ」をコンセプトに、

世代を超えて多くの方々に利用していただきたいという「やはぱーく」のコンセ

プトを表現したロゴマークが右のとおり決定しました。

　中心になる「Ｙ」の字は矢巾（YAHABA）の「Ｙ」を上に伸ばす形でこれか

ら成長する矢巾町をイメージし、その周辺の木の葉やしずくの形でみずみずしさ

を表しています。

※実際の葉の色は緑、黄、赤の３色が使われています（カラーのロゴは町ホーム

ページに掲載していますのでご覧ください）。

 ◎「やはぱーく」の建設工事が終了しました  
　平成 27 年２月から進めてきた「やはぱー

く」の建設工事が終了しました。現在は、

図書センターの本棚の取り付けや、遊具な

ど備品の搬入作業を行なっており、１月中

にすべての作業が終了する見込みです。

　あわせて「やはぱーく」北側の「ねむの

木公園」の整備も進めており、矢幅駅周辺

は大きく変わりつつあります。

■問い合わせ　矢巾町土地区画整理事務所区画整理課（☎ 698-3777）

「やはぱーく」のロゴ

建物南西側からの写真（12/8撮影） 整備が進む「ねむの木公園」

　マイナンバー「個人番号カード」の交付が 1 月から始まります。個人番号カードは、マイナンバーの証

明のほか、身分証明や公的個人認証などに使用できます。個人番号カードは、申請した方にのみ交付します　　

（申請方法については、広報やはば 12 月号などをご覧ください）。

 ◎個人番号カードの交付方法  

　町内に住所がある方の個人番号カードは、矢巾町役場で交付します（初回は無料で交付）。

　交付の準備ができ次第、ご自宅に「個人番号カード交付通知書」を郵送しますので、身分証明書（詳しくは、

郵送される「個人番号カード交付通知書」に同封される書類でご確認ください）とはんこ（認め印可）、通知カー

ド、住民基本台帳カード（お持ちの方のみ）を持参の上、原則として申請者本人が来庁してください。

　なお、交付時に暗証番号 2 種類（アルファベットと数字を混ぜた 6 文字以上 16 文字以下のもの と 4 桁の

数字）の登録が必要です。

　病気や施設入所などで申請者本人が来庁できない場合は、代理人が受け取ることができます。代理人に交付

する場合、本人が来庁する場合に必要なものに加えて、申請者の「個人番号カード交付通知書」（申請者本人

が 2 種類の暗証番号を記入して同封の目隠しシールを貼ったもの）と代理人の身分証明書とはんこ、委任状、

申請者本人が来庁できないことを証明する書類などが必要となります。

 ◎個人番号カード交付特設会場を設置  

　町では、個人番号カード交付特設会場を庁舎内に開設します。特設会場の受付時間は平日の午前 8 時 30 分

～午後 3 時の予定です。また、平日の日中に来庁できない方のために、日曜日に臨時カード交付窓口を開設

します（1 月は 24 日と 31 日に開設予定です）。※詳しくは「個人番号カード交付通知書」をご覧ください

▼問い合わせ　役場住民課総合窓口係（☎ 611-2502）

 ※個人番号カードの交付については 1月16日発行の 「役場からのお知らせ」 で詳しくお知らせします※ 

マイナンバー「個人番号カード」の交付が始まります

17 ※今月の「町内の求人情報」はお休みします。



こ
ん
に
ち
は

　
　

お
嬢
さ
ん

消防★警察

■証明書は午後 8 時まで交付…役場住民課と税務課の各種証明書は、事前に予約しておくと午後 8 時まで

（土・日曜日も）受け取ることができます。電話による予約は住民課 ☎ 611-2502・税務課 ☎ 611-2522 まで。

　笑顔がステキな純子さんは、平成 5 年生まれのかに座で血液

型はＡ型。町内の保育園で０歳児を担当している純子さん。「子

どもたちが毎日成長する姿を見ることができてうれしい」と笑

顔を見せます。子どもたちに寄り添った保育を心がけていると

いう純子さん。「子どもや保護者とのコミュニケーションを大事

に、信頼される保育士を目指します」と目を輝かせていました。

▽理想のタイプ　一緒にいて気を使わない人

　　　　　　　　（俳優の福士蒼汰さんがタイプ）

▽矢巾町の魅力　自然が豊かなところ

川
かわ

井
い

 純
じゅんこ

子 さん（22 歳・土　橋）

379

　　　　  （　）は１月からの累計

 ■火災発生…00 件（001 件） 
 ■救急出動…78 件（825 件）
 ■飲酒運転
 　検挙者数…02 件（006 件）

11月中
の件数1 月 の 納期

国民健康保険税普通徴収第 7 期

介護保険料普通徴収第 10 期

後期高齢者医療保険料普通徴収第 10 期

忘れずに、納めましょう

暮らしの専門相談所　矢巾町社会福祉協議会 ☎611-2840 有線3124

行政・人権 1/18 ㈮ 司法書士（要予約） 1/22 ㈮
弁護士（要予約） 1/18 ㈮ 心配ごと全般 1/29 ㈮
高齢者・児童 1/15 ㈮ 弁護士（要予約） 2/12 ㈮

【場所】さわやかハウス  【時間】13:00～16:00 （行政・人権は9:00～15:00、弁護士は10:00～15：00）

　希望郷いわて国体・希望郷いわて

大会実行委員会では、開・閉会式の

オープニングイベントに出演する団

体（伝統芸能、ダンス、音楽など）

を募集しています。

▼日程・募集団体数　

①希望郷いわて国体総合開会式

　平成 28 年 10 月 1 日㈯：3 団体

②希望郷いわて国体総合閉会式

　平成 28 年 10 月 11 日㈫：1 団体

③希望郷いわて大会開会式

　平成 28 年 10 月 22 日㈯：1 団体

※ 応募資格など詳しくは、同大会

ホームページをご覧ください。

▼ 申し込み　1 月 15 日㈮までに、

応募書類を同実行委員会事務局競技

式典課（☎ 629-6485）へ。

 散歩中のふんは持ち帰りましょう 

　散歩中の犬のふんを雪の中に埋め

る悪質な飼い主がいます。散歩をす

る際はビニール袋などを持ち、ふん

は必ず持ち帰ってください。

 犬の放し飼いは禁止！ 

　犬の放し飼いは、時間にかかわら

ず県条例で禁止されています。散歩

中もリードでつなぎましょう。

 猫は室内で飼いましょう！ 

　猫の放し飼いは、公園や近隣の敷

地をおしっこやふんで汚したり、自

由な交配で野良猫が増えるなど、地

域の皆さんの迷惑となります。

▼ 問い合わせ　役場住民課環境係

（☎ 611-2506、2507）

ペットは家族の一員です

マナーを守って飼いましょう

希望郷いわて国体・いわて大会

開・閉会式の出演団体を募集中
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まるごと情報
nformationi

町営住宅の入居者を募集します

（三堤住宅・森が丘住宅）

■毎週水曜日は役場住民課・税務課窓口が午後 7 時まで延長…取り扱い業務は次の 7 種類です。

≪①各種証明書の交付②戸籍の届け出③転入転出④国民健康保険⑤国民年金⑥児童手当⑦納税相談≫

※「広報やはば」の広告に関する問い合わせは、ナチュラルコム株式会社（☎ 652-9190）へ。

お知らせ・募集お知らせ・募集

▼用途　家族などが高等学校、高等

専門学校、短期大学、大学、専修学

校に進学するために必要な資金　

▼利用要件　次の①～⑤をすべて満

たしていること。

①町内に住所を有していること②同

一事業所に 1 年以上勤務している

こと③貸し付けを受けた資金と利息

の返済能力を有していること④すで

に同貸付制度を受けている場合は、

償還を完了していること⑤町税を滞

納していないこと　※条件を満たし

ていても審査の結果、貸付できない

場合があります。

▼貸付限度額　200 万円

▼ 利率　年 2.28％（保証機関を利

用する場合は保証料が別途必要）

▼償還期間・方法　10 年以内、元利

均等月賦返済（ボーナス払い併用可）
▼保証人　連帯保証人または金融機

関が指定する保証機関の信用保証が

必要

▼ 申込先・問い合わせ　詳しくは、

東北労働金庫盛岡支店（盛岡市長田

町 6-7  ☎ 629-1111）へ。

◆三堤住宅 1 号棟（南矢幅）：1 戸

　家賃は 12,700 円～ 18,900 円

◆三堤住宅 2 号棟（南矢幅）：1 戸

　家賃は 13,900 円～ 20,700 円

◆森が丘住宅（白沢）：1 戸

　家賃は 21,800 円～ 32,400 円

▼申込資格　①町内に住所か職場が

ある方②同居親族がいる方（単身で

も申し込みできますが年齢制限があ

ります）③所定の収入水準に適合し

ている方④現在住宅に困っている方

▼募集期間　1 月 18 日㈪～ 1 月 22

日㈮の、午前 9 時～午後 5 時

▼ 抽選日・会場　1 月 27 日㈬午後

6 時から、役場 2 階 2-2 会議室

▼申し込み・問い合わせ　必要書類

など詳しくは、役場道路都市課地域

整備係（☎ 611-2635）まで。 　町消防団出初め式が、１月 10 日

㈰午前 10 時 30 分から矢巾ショッ

ピングセンター駐車場（れすとらん

四六時中前）で行われます。

　当日の午前 10 時 15 分から午前

10 時 35 分ころまで、田口カーサー

ビスセンターから不来方高校前まで

の道路（県道不動矢巾停車場線）が

通行止めとなりますので、皆さんの

ご協力をお願いします。

　なお、出初め式はどなたでも自由

にご覧いただけますので、気軽にお

越しください。

▼ 出初め式日時　1 月 10 日㈰午前

10 時 30 分から午前 11 時まで

▼問い合わせ　役場総務課防災交通

係（☎ 611-2708）

　人権思想を広め、

住民の皆さんの人

権が侵害されない

ように配慮し、相

談や啓発などの活

動を行う人権擁護

委員に、1 月 1 日

付けで細川榮子さ

ん（68 歳・岩清

水、写真上）と

山本加代子さん

（67 歳・西徳田 1

区）が再任されま

した。

　なお、任期は平成 30 年 12 月 31

日までです。

　まきストーブを使用する際は、以

下の点に注意してください。

【注意事項】　①乾燥したまきを使用

する ②まき以外のものは絶対燃や

さない ③近隣の住民に配慮して使

用する（煙突の高さや向きに注意す

る、洗濯物を屋外に干す時間帯には

使用しないなど）④煙突のすすはこ

まめに掃除をする ⑤ストーブの周

りに燃えやすいものを置かない

▼ 問い合わせ　役場住民課環境係

（☎ 611-2506、2507）

町営住宅の入居者を募集します

（三堤住宅・森が丘住宅）

まきストーブの適正な使用で

快適な環境づくりをｐｐｐｐ

矢巾町消防団出初め式を開催

通行止めにご協力くださいお

人権擁護委員におおおおおおお

細川さんと山本さんが再任おお

お気軽にご利用ください

矢巾町勤労者教育資金貸付制度
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認知症あれこれ相談
【場所】さわやかハウス

矢巾町地域包括支援センターさわやかハウス相談室

☎ 697-5570　夜間 080-5740-0684

平日 月～金    9:00 ～ 17:00

土曜日 1/9 ㈯　  9:00 ～ 12:00

夜間（電話のみ） 1/22 ㈮  19:00 ～ 21:00

ひなたカフェ・介護者のつどい（町民センター食堂）

1/12 ㈫  13:00 ～ 16:00

介護まちなか相談所（ショッピングセンターアルコ内）

1/5㈫、19㈫  19:00 ～ 21:00
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。
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迎
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い
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間
と
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る
方
も
多
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の
で
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。
お
正
月
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初
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や

初
売
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な
ど
外
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の
機
会
も

多
く
な
り
ま
す
が
、
そ
ん
な
中

で
「
広
報
や
は
ば
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を
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ま

で
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ん
で
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
（
秀
）

　
 編
 集

　
　
 　
　
後
 記

  あ  
かおる

86 清  水 　 房  子 
し みず ふさ こ

南矢幅3区

 孝  志 
たか し

80 齋  藤 　 信  夫 
さい とう のぶ お

南矢幅5区

  勉  
つとむ

84 村  松 　 一  夫 
むら まつ かず お

和 味

 光洋 
こうよう

84 藤  原 　 祐  子 
ふじ わら ゆう こ

桜 屋

 秀  明 
ひで あき

94 石  川 　 文  夫 
いし かわ ふみ お

岩 清 水

 裕  孝 
ゆう こう

85 高  橋 　 初  雄 
たか はし はつ お

太 田

 定  雄 
さだ お

95 佐  々  木  民  五  郎 
さ さ き たみ ご ろう

白 沢

■人　口　27,103人　（－  210人）

　　男　　12,974人　（－  210人）

　　女　　14,129人　（±  010人）

■世帯数      9,899世帯 （－25世帯）

■増減（ １月からの累計）

　出生011人（217人）・死亡022人（229人）

　転入073人（1,174人）・転出072人（987人）

年齢氏　　名行 政 区

  良一  
りょういち

86 昆 　エイ 子 
こん こ

高田 1区

 仁  彦 
ひと ひこ

87 佐  々  木  嘉  彦 
さ さ き よし ひこ

藤 沢

 士  郎 
し ろう

87 鈴  木 　 昌三 
すず き しょうぞう

西徳田1区

  秀一  
しゅういち

99 吉  田 　 秀  雄 
よし だ ひで お

〃

 幸  雄 
ゆき お

96 名  郷  根  三  太 
な ごう ね さん た

西徳田2区

 安  志 
やす し

81 川  村 　 金  作 
かわ むら きん さく

東徳田2区

 光  義 
みつ よし

97 谷  村 ハルノ
たに むら

間 野 々

 德  男 
のり お

92 細  川 　ナミ
ほそ かわ

土 橋

 俊  之 
とし ゆき

83 高  橋 　 光  正 
たか はし みつ まさ

下 赤 林

 裕  見  子 
ゆ み こ

65 村  松 　 正  信 
むら まつ まさ のぶ

広宮沢1区

 幸  正 
ゆき まさ

88 佐  々  木 ます 江 
さ さ き え

下 北

  良一  
りょういち

93 阿  部 　チヱ
あ べ

矢巾 3区

 康  明 
やす あき

80 佐  藤 ヨシヱ
さ とう

南矢幅1区

 久  子 
ひさ こ

66 平  澤 　　 隆 
ひら さわ たかし

南矢幅2区

保護者性別氏　　名行 政 区

 拓  哉 
たく や

男 小  野 　 篤  人 
お の あつ と

藤 沢

 隆  昭 
たか あき

男 川  村 　 柚  稀 
かわ むら ゆず き

東徳田1区

 大  輔 
だい すけ

男 石  川 　 慎  造 
いし かわ しん ぞう

広宮沢1区

 隼  人 
はや と

男 梅  原 　 汰  月 
うめ はら た つき

下 北

  寿  一  
とし かず

女 安  藤 　 汐  里 
あん どう しお り

新田 1区

 星  児 
せい じ

女 細  川 　さち
ほそ かわ

矢巾 1区

 武  志 
たけ し

男 坂  本 　 蒼  真 
さか もと そう ま

南矢幅2区

 健  太 
けん た

男 中  村 　 祐  翔 
なか むら ゆう と

南矢幅6区

 大  紀 
だい き

男◆
か

 西 　 虹  吉 
さい こう きち

〃

 お誕生　 11月届け出分・敬称略

 おくやみ　11月届け出分・敬称略
喪主 ・ 
世帯主

 人の動き  12月1日現在、（ ）は前月比

住  民  情  報

※「お誕生」「おくやみ」は、届け出の際に同意を得た方のお名前を掲載しています。

親
子
の
た
め
の
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
が
　
月
　
日
、
田

12
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園
ホ
ー
ル
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
不
来
方
高
校
音
楽
部
と
保

育
園
児
が
ス
テ
ー
ジ
で
楽
し
く
合
唱
。
園
児
た
ち
は
リ
ズ
ム
を

取
り
な
が
ら
元
気
い
っ
ぱ
い
に
歌
声
を
響
か
せ
ま
し
た
。


